へ の 心 民族 主義 2016 年 8 月 キー ウ に OUN-UPA( ウ クラ イナ 民族 主義 者 
組織 - ウ クラ イナ 蜂起 軍 ) 指導 者 の 名 を 冠 し た ステ パン ・ バ ン デ ラ 通 り が 誕生 
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反 ロ シア へ 歴史 の 書き 換え が 急速 に 進む ウクライナ 
撤去 され る レー ニン 像 、 赤 色 も 徹底 し て 忌避 2016.g.23 藤森 信吉 


「 ユ ー ロ ・ マ イダ ン 革 命 」 後 、 ウ クラ イナ で は 非 ロ ン ア の 一 環 と し て 歴史 の 書き 
直し が 進ん で いる 。 

し か し な が ら 過 度 の ウクライナ 民族 主義 の 強調 は 、 国 内 分 製 の 火種 と な る ば 
か り で な く 、 隣国 と の 係争 問題 に 発展 し か ね な い 。 2 大 戦 期 に お 
ける パン デラ の 組織 の 行為 を 「 ボ ー ラン ド 人 に 対す る 虐殺 」 認 定 し 、 不 快感 を 


それ まで ウクライナ 西部 で の み 支 持 され て きた OUN-UPA (ウクライナ 民族 主 
義 者 組織 - ウ クラ イナ 蜂起 軍 ) の 復権 も 進め られ た 。 OUN-UPA は 、 今 日 の ウ ク 
ライ ナ 西 部 に お いて 、 ナ チ ス 、 後に ソ連 の 支配 に 対し 武力 抵抗 運動 を 行っ た 
こと で 知ら れ て いる 。 

その た め 、 ソ 連 の 公式 歴史 に お いて 、OUN-UPA は 「 テ ロリ スト 」 あ る い は 初期 
に ナチ ス と 協力 し て いた こと か ら 「 ナ チ ス の 手先 」 と の レッ テル を 貼ら れ て きた 。 


一 方 、 ポ ー ラ ンド に お いて も OUN-UPA は 蛇 幅 の ご と く 嫌 われ て きた 。 OUN- _ 
UPA は ナチ ス 支 配 の 後退 期 に 将来 の 独立 を 見 越し て 民族 浄化 を 行っ た か ら 
で ある 。 特に 1943 年 7 月 か ら の 浄化 作戦 に より 、 ヴォ リン 地方 で は 数 万 人 規 
模 の ボー ラン ド 市 民 が 犠牲 と な っ た と 言わ れ て いる 。 


主義 の 扱い に 揺れ る ウクライナ 


は 複雑 な 領土 編成 の 歴史 を 持 

的 経験 に 基づく ウクライナ 民族 観 を 維持 し て きた 。 

、 歴 代 ウ クラ イナ 政権 は 、 国 内 分 製 を 招き か ね な い 分 野 、 例 え 
教 、 そ し て 歴史 に つい て は 国家 に よる 介入 を 避け 曖昧 な 状態 
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加 ウクライナ 民族 主義 (本 稿 で は 便宜 上 、 ガ リツ ィ ア 地方 の ウ 
クラ イナ 観 に 基づく も の を 指す ) に 振れ た 。 初代 : ク ラフ チュ ク (1991 て 1994) 


較 
正 
SS 
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021 (1994-2004) の 時 代 に な る と 、 バラ ンス が 図ら 
O 


こ 分 派 し た フ アア / 卒 か ら 求 も 無 
きた / 際 史 問 題 に つい て も ソ連 時 代 の 麻 史 件 釈 が ほほ 店 衣 さ れ て きた 、 


の 一 例 と し て 、 ソ 連 時 代 の 農 こ 伴う ラ 
ナ 哲 に 対す る 虐殺 ) と 妥 定 し た 議会 決議 を 挙げ る こと が で きる 


2022.1.1 た いま び つ 行進 (1909.1.1 生 。 1959 ミ ュ ン ヘン で KGB に より 暗殺 ) 


ナチ ス の た いま び つ 行 進 (ベル リン 。 背景 は ブラ ン デ ンブルク 門 ) 
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ニー ンー osoo ここ 1 


M MM | M ul 
b し | | W 『 | Ne 放 聞 衣 1 


ンク 」 4 し 4 

7// 人 | 

の リア ず 9 ん = 。 ス 
テバ すい La 


生 ee 


ナチ ス を 徳 箱 さ せる キエフ の 「 た いま つ 行 進 」 


・ ウクライナ 西部 の ガリ ツィ ア 地 方 に 基 衣 を 持つ 政党 |! スポ ボボ ダ 」 は 、 
バン デラ の 思想 と 運動 形態 を 継承 し て いる 。 バン デラ 主義 者 と 呼 
ば れる 人 々 が 主張 する ウクライナ 民族 至上 主義 、 反 ユ ダ ヤ や 主 義 は 、 
国際 基準 で 義和 が ナチス が 問 委 に 1 今回 「 ス ポ ボ ダ 」 を は じ め と する 
/ バ ^ 主義 者 が 頻繁 に 行っ た 「 た 行進 」 を 行っ 
の もの ナラ の あ 2 こと を 人 a あ た の お 


・ この 動き に 対し 、 ロ ン ア だ け で な く チ ェ コ も 反発 し て いる 。 
< チェ コ の ゼ マ ン 大 統領 が 4 日 、 ラ ジオ 局 Frekvence1 の 放送 で 、 ウ 
タフ イ ナ の 首都 キエフ で 行わ れ た 民族 主 義 者 た ちの 「 た いま つ 行 
人 を EU が 葛 難 し な いこ と は U が 何 か 間 違っ て いる こと を 物語 っ 
て いる と の 考え を 表し た 。 タス 通信 が 伝え た 6 


佐藤 優 直伝 「 イ ン テ リ ジェ ンス の 教室 」 
vol 052(2015 年 1 月 7 日 配信 ) よ り 


アゾ フ 連 隊 ( 大 隊 ) と は 


2014 年 ウクライナ で の 親 ロ ン ア 派 騒乱 で 親 品 
シア 派 に 対抗 する た め 発 足 。 ゼ セレ ンス キー 大 
統領 の 政治 支援 を 行っ て いる ウクライナ ・ オ 
ル ガ リ ヒ の ユダ ヤ 人 、 イ ー ホ ル ・ コ ロモ イス 
キー も アゾ フ 連 隊 に も 資金 提供 し た と み ら れ 
て いる 。 同年 5 月 の 創設 当初 は 義勇 兵部 隊 で 
あっ た も の の 、 ド ン バ ス 戦争 で 対 親 露 派 ・ 分 
離 主義 者 の 戦闘 で 名 を あげ 、 ド ン バ ス 危機 以 
降 の 11 月 か ら は 国家 営 備 隊 と し て 機能 する 
よう に な り 、 2014 年 11 月 11 日 の ウクライナ 内 
務 大 臣 ア ル セ ン ・ ア バ コ フ の 署名 に よっ て ア 
ゾ フ 大 隊 は 正式 に ウクライナ 国家 親衛 隊 に 
編入 され た 。 (ウィ キ ペ ディ ア よ り ) 


エン ブレ ム 


ヴォ ルフ ス ア ン ゲ ル 
(ナチ スシ ン ボ ル ) 


アゾ フ 連 隊 の シン ボル 


2014 年 


・ 1922 年 に は スタ ー リ ン の ソ連 に 一 共和 国 と し て 組み 込ま れ 、 第 二 次 大 

埋 朋 | に は 農民 が 前 状態 に な っ て も 穀物 を 軸 出 に まわ す と いう スタ ー 

リン 政策 に よっ て 大 負 魚 が 発生 、 数 百 万 人 が 剛 死 し た 、 

・ これ も 、 土 地 の 国 有 化 な ど 共 産 主 義 に 反対 する 農民 の 数 を 調整 する 
た め の 「 人 工 的 な 大 訓 代 だ っ た と し て 、 米国 な ど は 内 殺 だ と し て いる 。 

半 し て きた ナチ ス ・ ド イツ 0 氏 は いみ クラ イナ な っ た と され る 。 


・ 実際 に は ナチ ス も ウクライナ の 独立 を 認め ず 、 むし っ 戦 争 で 国土 が 荒 


廃し た だ け だ っ た 。 し か し 当時 は 独立 運動 家 ら が ナチ ス の SS に 入隊 
する な ど 、 反 ソ連 感情 は 消え る こと が な か っ た 。 武力 で ソ連 を 撃退 し た 
W ォ ス の イメ ー ジ は 「 ア ゾ フ 大 隊 」 の 構成 員 に も 強く 影 影響 し て いる の は 
還 吉 な 

SOHO 前 線 で ソ連 軍 と 戦っ た 武 
So は 息 栗 SS だ け で な く の 人 用 いて いた こと も あめ 
けり アゾ フ 大 隊 が 気軽 に 部 層 寺 な ビ に 取り れ = 一 因 と み ら れ て いる 。 
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し モン ゴル 疹 国 の 最 砂 期 に 侵攻 し た 範囲 (13 世 紀 ) 
| | 十 二 次 大 戦中 の ナチ ス 及び 枢 輪 国 の ソ 澤 侵攻 加 四 


「 ノ ヴォ ロシア 人民 共 よ 和 国連 車 邦 」 構 想 …・ 凍 結 状態 


ウィ キ ペ ディ ア よ り 


・ 2014 年 5 月 12 日 、 ウ クラ イナ 東部 の ドン バス 地区 で ウクライナ 
中 央 政府 か ら 独 立 宜 言 を し た ド ネ ツク 人 民 共 和 国 と ル ガ ン ス 
ク 人 民 共 和 国 は 、5 月 24 日 に 結成 の 文 草 に 調 還 し た 。 また 今 
後 、 ウ クラ イナ 6 州 を 連邦 に 加入 させ る 意向 を 示し 、 親 欧米 派 
の ウクライナ 中 央 政府 と 紛争 に な っ て いる 。 

・ し か し 2015 年 1 月 1 日 、 新 ロン アプ ロジ ェクト が 保留 に な っ た こ 
と を 発表 し 、5 月 18 日 に は ド ネ ツク 人 民 共 和 国 外相 の アレ ク 
サン ドル ・ コ フ マ ン 及び ノヴォ ロシア 議会 議長 オレ グ ・ ツ ァ ー ロ 
フ が ブロ ジェ クト の 凍結 と 政治 構造 の 廃止 を 正式 に 発表 し た 。 

・ 同年 2 月 11 日 に 調印 され た ウクライナ 東部 紛争 の 停戦 協定 
「 ミ ンス ク 2」 に お いて ノヴォ ロシア の 創設 が 規定 され て いな い 
と いう 理由 に よる も の で あっ た 


「 ノ ヴォ ロシア 人 民 共 和 国 連邦 」 凍結 状態 
(東部 8 州 で 、 ク リ ミ ア は 除外 され て いる ) 
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ボ フ ダン ・ フ メリ ニ 


ツキ ー (1595 年 て 1657 年 ) も う 一 人 の 英雄 


・ ウクライナ の コサック の 指導 者 ボ 


フ ダ ン ・ フ メリ ニ ツ キー は 「 民 族 の 
解放 者 」 と し て ウクライナ 国民 か 
ら 称 えら れ て きた 。 


・ 彼 は ボー ラン ド と の 戦い に 勝利 


し て ウクライナ を 解放 し た 。 


・ 彼 は ユダ や ヤ 民族 か ら は 「 ヒ トラ ー 


に 次 ぐ 大 悪人 」 と いわ れ 、「 モ ン 
スタ ー」 と 忌み 嫌 わ れ て いる 。 


・ フ メ リ ニ ツ キー は 当時 ポー ラン ド 


人 の 下 で 地主 と し て ウクライナ 人 
の 農奴 を 扱 き 使っ て いた ユダ ヤ 
人 を 大 虐殺 し た か ら だ 。 


(蛇足 ) ボ フ ダ ン ・ フ メリ ニ ツ キー 山 (15s7m) 
日 本 名 : 散布 (ちり っ ぶ ) 山 


択 盾 伺 


に : あ コジ ーー: 


ウクライナ の 主要 な 政党 


19 最高 会 議 選 | '19 大 統領 選挙 得票 率 (331) | 14 大 統 叙 刀 挙 得票 率 
挙 比例 区 得 隷 
率 (7721) 


43.16% ( ぜ レ ン シ き ー)30.54%| 一 | 


Fa20W 腕 | sexl 、  -|  、 、  - 


現在 の ウクライナ 国 或 


ウクライナ の 栄光 も 自由 も いま だ 滅び ず 、 
若き 兄弟 た ちよ 、 我 ら に 運命 は いま だ 微笑 む 
だ ろう 。 

我ら が 敵 は 日 の 前 の 露 の ご と く < 亡 びる だ ろう 。 
兄弟 た ちよ 、 我 ら は 我ら の 地 を 治め よう 。 


我ら は 自由 の た め に 魂 と 身体 を 捧げ 、 
兄弟 た ちよ 、 我 ら が コサック の 氏族 で ある こと 
を 示 そ う 。 


ウクライナ 国歌 に 込め られ た 歴史 と 覚悟 
2022/4/2 川西 健 士 郎 


・ 最後 の 歌詞 に は 、 壮 絶 な 民族 の 覚悟 が 込め られ て 
いる 。 コサック は 中 世 ウ クラ イナ の 自治 を 守る 戦士 。 
中 澤 氏 は 「 義 の た め に は いか な る 困難 も 恐れ ず 、 身 
も 心 も さ さげ る と いう コサック の 心性 は 日 本 の 武 土 
道 に も 通じ る 」 と 話す 。 

・ 東部 や 南部 で 露 軍 の 攻撃 が 続く 中 、 命 の 危険 に さ 
ら さ れ な が ら も 故郷 を 守 ろ うと 現地 に と ど ま る 市 民 は 
多い 。 中 澤 氏 は 「 大 陸 の 領土 観 は 電車 の 席 に た と え 
られ る 。 席 を 立つ た ら 次 に 来 た 人 の も の に な る 」 と い 
い 、「 こ こ で 戦わ な けれ ば 、350 年 に わた っ て ロシア 
に こき 使わ れ て きた 時 代 に 戻っ て し まう と いう 帝 怖 
が ある 」 と 指摘 する 。 


1978 年 か ら 1991 年 まで 歌わ れ た 
ウクライナ 国歌 の 歌詞 

・ 万 歳 、 美 し く 強 き ウ クラ イナ よ , 

流 は ソビエト 連邦 の 中 で 喜び を 知っ た 。 

平等 の 中 の 平等 自由 の 中 の 自由 で , 

自由 の 太陽 の 下 、 花 開く < の だ 。 

・ 栄光 あれ 、 ソ ビエ ト 連 邦 よ 栄光 あれ ! 

永遠 な る 祖国 よ 栄 光 あ れ ! 

永遠 な れ , ソ ビエ ト の 国 ウ クラ イナ よ , 

兄弟 た る 国民 の 統一 され た 祖国 の 中 で ! 

・ 人 民 の 運命 の 為 の 闘争 の 中 で いつ も 

ロシア 人 は 我ら が 兄弟 で あり 友 で あっ た 。 

我ら を レー ニン が 勝利 の 戦役 へ と 導く 

十 月 の 旗 の 輝 く 頂 の も と で 。 

・ 我ら は 祖国 の 偉業 を 称え 

不 減 の 思想 の 真実 を 確信 する 。 

偉大 な る 未来 、 共 産 世界 の 中 で 

我ら が レー ニン の 党 が 賢く 導く の だ 。 以下 略 


(参考 ) ポ ー ラ ンド 国歌 ・ ヴ ィ ス ワ 川 と ヴァ ル タ 川 を 横切っ て 
私 た ち は ポ ー ラ ンド 人 に な る だ ろう 
私 た ち は ボ ナパ ルト に よっ て 


・ ボー ラン ド は まだ 屈服 し て いな い 勝利 へ の 道 を 示さ れ た 


我ら の 命 が 続く 限り 

どん な 外国 の 勢力 が 強奪 し よう と も =・ チ ャ ル ニ ツキ が ポ ズ ナ ニ の 

和 葉 ら は この 手 の サ ー ベ ル で 奪い 返す っ ェ ュー ニン 人 と 附 っ て 人 EE 
私 た ちの 祖国 を 鎖 か ら 上 自由 に する た め に 

進め 、 進 め 、 ド ン ブ ロ フス キー 将軍 私 た ち は 海路 で 帰る だ ろう 

イタ リア か ら ボ ー ラ ンド へ 


指揮 に 我ら は 従い 、 
* ろう 
そし て 皆 が 団結 する だ ろう ヤン ・ ド ン ブ ロ フス キー(1755 ン 1818) 
ナポレオン 軍 の 下 で 、 ロ シア と 戦う 
進め 、 進 め 、 ド ン ブ ロ フス キー 将軍 民 的 英雄 
イタ リア か ら ポ ー ラ ンド へ 
指揮 に 我ら は 従い 


そし て 皆 が 団結 する だ ろう 


ウクライナ の 民族 抗争 と 民 際 運動 体 ① 


中 村 尚 司 (ひさ し ) PARCIC 理 事 
アジ ア 経 済 研究 所 勤務 を 経て 龍谷 大 学 経済 学部 教授 


日 本 政府 や 国会 に よれ ば 、2022 年 2 月 以降 に ウクライナ で 進行 し て いる 
事 態 は 、 ロ ン ア 軍 に よる 侵略 戦争 で ある 。「 ウ クラ イナ の 主権 お よび 領土 
の 一 体 性 を 侵害 し 、 武 力 に よる 一 方 的 な 現状 変更 は 断じて 認め られ な い 。 
ロシア 還 に よる 侵略 を 最も 強い 言葉 で 非難 する 」 と いう 国会 決議 (3/1) は 、 
ほとん どす べ て の 会 派 の 賛同 を 得 た 。 議会 史上 、 画 期 的 な 決議 で ある 。 
し か し な が ら 、 ウ クラ イナ の 問題 の 根本 は 、 日 本 の 国会 が 誤解 する よう な 
国家 間 の 戦争 で は な く 、 ス ラブ 民族 間 の 紛争 で ある 。 
ロシア が 戦争 で は な く 、 特 別 軍 事 作戦 と 呼ん を で いる の は 、 民族 問題 を 解 
決する た め の 二 つの 「 ミ ンス ク 合 意 」 が 、 前 所 に な る か ら で あ る 。 

日 本 民族 は な ぜ か 、 ス ラブ 民族 に 親近 感 を 持つ 。 ・… 幕 末 の 薩摩 藩士 が 
志願 兵 と し て クリ ミヤ 戦争 に 参加 し て 、 帝国 陸軍 の 徴兵 制 を 補完 する こと 
0 …・ 民族 的 な 親近 感 は 、 人 為 的 な 構築 物 で ある 国家 を 超え が ち 
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戦争 や 民族 抗争 に は 、 い か な る 場合 に 0 争い の 当事者 が 存在 
する 。 外部 の 第 三 者 の 目 か ら 見 れ ば 、 ゼ レン スキ ー だ けが 正しい 
け で は な い 。 ブー チン だ けが 正しい と も 言え な SI 
る た め に は 、 ど こ か で 朋 協 し て 、 停 単 戦 ライ ン を 定め る こと に 7 な ろう 
陣 的 な 信 皿 5 條 団 も 必要 で あろ う 家主 義 者 に と っ て も 、 民 

主義 者 に と っ て も 難し い 課 題 で = 
ー 炊 世界 大 戦後 の さま ざま な 人 今 だ 
本 で 肥 割 が ある 。「 
し て きた 過去 は 、 朝鮮 戦 
ン 戦争 な ど 、 ア メリ カ 兵 の 直接 
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現代 の ウクライナ に お いて は 、 米 
接 的 な 交戦 は ウ ク ラ ・ 
交 融 経済 制裁 が 代理 
和仁 た の は 、 言 うま で 


市 場 を 独占 し て いる 。 ウクライナ 


た か る を 、 夫人 の 門 
な 顔 を し て いる バイ デン の 一 人 騰 
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失 8 
と 9 わけ ロジ アビ 1 上 - 


・ オデ テッサ に 信和 能 ボテ ョ キン? 反り は 、 と ロン 
の 呈 人 の 出発 点 で ー ニ ン た ち が ソ 連 
ま 和 ー ーー 


